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「
電
子
政
府
」
と
は

電
子
政
府
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｔ
）
を
行
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
、
企

業
の
負
担
軽
減
や
利
便
性
の
向
上
、

行
政
事
務
の
簡
素
・
効
率
化
な
ど
を

図
り
、
極
め
て
効
率
的
・
効
果
的
な

政
府
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。こ

の
よ
う
な
電
子
政
府
の
実
現
は
、

我
が
国
社
会
全
体
の
情
報
化
を
進
め
る

た
め
に
も
こ
れ
と
一
体
的
、
か
つ
率
先

し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

電
子
政
府
に
関
す
る

こ
れ
ま
で
の
取
組

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
、「
行
政
情
報

化
推
進
基
本
計
画
」（
平
成
六
年
十
二
月

二
十
五
日
閣
議
決
定
。
平
成
九
年
十
二
月

二
十
日
改
定
）
に
基
づ
い
て
、
二
十
一

世
紀
初
頭
の
電
子
政
府
の
実
現
を
目
指

し
て
、
総
合
的
・
計
画
的
に
行
政
の
情

報
化
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
、
国
民
、
企
業
と
行
政
と
の
間

に
お
け
る
手
続
の
電
子
化
に
つ
い
て

は
、
そ
の
推
進
が
強
く
要
請
さ
れ
て
お

り
、
例
え
ば
、

▽「
経
済
新
生
対
策
」（
平
成
十
一
年
十

一
月
十
一
日
経
済
対
策
閣
僚
会
議
）
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施策
の
紹介

電
子
政
府
の
実
現
に
向
け
て

役
所
へ
申
請
・
届
出
す
る
と
き
は
、
役
所
に
直
接
行
っ
て
手
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
庭
や
企
業
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
こ
れ
ら
の
手
続
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ど
ん
な
に
便
利
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

国
民
、
企
業
と
行
政
と
の
間
の
情
報
化
、
手
続
の
電
子
化
な
ど
を
内
容
と
す
る
電
子
政
府
の
実
現
に
向
け
て
、

現
在
、
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

総
務
省
の
取
組
③
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▽「
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
新
し
い
千
年
紀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に

つ
い
て
」（
平
成
十
一
年
十
二
月
十
九

日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）

な
ど
に
お
い
て
、
国
民
と
政
府
と
の

間
に
お
け
る
行
政
手
続
に
つ
い
て
、

平
成
十
五
年
度
ま
で
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
行
え
る
電
子
政
府
の
基
盤

を
構
築
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
電
子
政
府
の
実
現
は
、
平
成

十
二
年
七
月
七
日
に
設
置
さ
れ
た
「
情

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
戦
略
本
部
」
及

び
「
Ｉ
Ｔ
戦
略
会
議
」
に
お
け
る
主
要

検
討
課
題
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
戦
略
会
議
に
お
い
て

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
に
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
「
Ｉ
Ｔ
基
本
戦
略
」
に

お
い
て
も
、
今
後
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
に
お
け

る
重
要
政
策
四
分
野
の
一
つ
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
そ
の
積
極
的
な
推
進
が
要
請

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
先
の
臨
時
国
会
に
お
い
て

成
立
し
た
Ｉ
Ｔ
基
本
法
（
高
度
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
形
成
基
本
法
）
に

お
い
て
も
、
行
政
の
情
報
化
（
電
子
政

府
の
実
現
）
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
子
政
府
の
実
現
に
向
け
た

施
策
の
概
要

平
成
十
二
年
十
二
月
一
日
に
「
行
政

改
革
大
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
大
綱
で
は
、「
行
政
事
務
の
電

子
化
等
電
子
政
府
の
実
現
」
を
主
要
事

項
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
り
、

電
子
政
府
の
実
現
に
向
け
た
主
な
施
策

を
体
系
的
に
整
理
し
、
今
後
の
施
策
を

進
め
る
上
で
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
定

め
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
下
、
こ
の
大
綱
に
定
め
ら
れ
た
電

子
政
府
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
概
略

を
説
明
し
ま
す
。

（1）
基
本
的
考
え
方

電
子
政
府
の
実
現
の
基
本
的
考
え
方

は
、「
Ｉ
Ｔ
の
活
用
と
既
存
の
制
度
・

慣
行
の
見
直
し
に
よ
り
、
国
民
の
利
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行政改革大綱（平成12年12月1日閣議決定）の概要（抄）�

Ⅳ　行政事務の電子化等電子政府の実現�

（1）国民、企業と行政との間の情報化�
　　◯15年度までに申請・届出等手続約1万件をインターネット等によるオンライン化。13�
　　　年夏までに新たなアクション・プランを策定。�
　　◯行政手続等に関する総合窓口システムを整備するとともに、輸出入及び港湾諸手続など�
　　　のワンストップサービスの推進。�
　　◯政府調達手続については非公共事業は15年度、公共事業（国土交通省）は16年度まで�
　　　に電子化を図る（13年度一部実施）。�
　　◯国税、年金等国庫金事務の電子化を推進（国税申告等手続は15年度から一部税目につ�
　　　いてインターネットによる申告を可能とする）。�
（2）行政の事務・事業の情報化�
　　◯14年度までに各省庁内部事務の過半をペーパーレス化。�
　　◯行政機関内の各種情報の積極的データベース化。原則として、国民、企業へのオープン�
　　　化を図る。�
（3）情報セキュリティ対策その他の環境整備�
　　◯12年中に策定する情報セキュリティポリシーに基づき、情報セキュリティ対策の一層�
　　　の充実・強化。�
　　◯身近な場所に端末機等を配備して行政手続の電子的サービスを提供したり、誰もが使い�
　　　やすい機器等の改善。�
（4）地方公共団体における行政情報化の推進�
　　◯地方公共団体を相互に接続する総合行政ネットワークを15年度までに構築するよう要�
　　　請。また、速やかに霞が関ＷＡＮとの接続を図る。�

�

�
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便
性
の
向
上
及
び
国
民
に
開
か
れ
た

行
政
の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政

運
営
の
総
合
性
・
機
動
性
を
高
め
、
そ

の
簡
素
・
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
」
で

す
。

（2）
国
民
、
企
業
と
行
政
と
の
間
の

情
報
化

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
行
政
情

報
の
提
供

各
省
庁
は
、
既
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

て
、
各
種
行
政
情
報
を
提
供
し
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
内
容
等
々
必
ず

し
も
統
一
が
図
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
行
政
情
報
の

電
子
的
提
供
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

方
を
平
成
十
二
年
度
中
に
取
り
ま
と

め
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
積
極
的
に
行

政
情
報
の
提
供
を
進
め
、
そ
の
有
効
活

用
等
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
、
企
業
が
統
計
情
報
な

ど
各
省
庁
の
保
有
す
る
情
報
に
容
易
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
全
省
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
総
合
窓
口
シ

ス
テ
ム
を
整
備
し
、
平
成
十
三
年
度
か

ら
運
用
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
政
府
ポ
ー
タ

ル
・
サ
イ
ト
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
整

備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ

り
、
行
政
情
報
を
国
民
、
企
業
に
よ
り

身
近
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
国
民
、
企
業
と
行
政
と
の
間
の
手
続

の
電
子
化

申
請
・
届
出
な
ど
の
各
種
行
政
手
続

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、
国
民
、
企
業
か

ら
最
も
要
望
が
強
く
、
電
子
政
府
の
中

心
課
題
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
た
め
、
申
請
・
届
出
等
手
続

約
一
万
件
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
、

平
成
十
五
年
度
ま
で
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実
現

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
昨
年
九
月
二
十
日
に
、

Ｉ
Ｔ
戦
略
会
議
・
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
合
同

会
議
に
報
告
し
た
各
省
庁
の
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
国
の
行
政

機
関
が
扱
う
手
続
一
万
五
百
四
十
一
件

の
う
ち
約
九
四
％
に
つ
い
て
、
平
成
十

五
年
度
ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
大
量

デ
ー
タ
の
送
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
手
数
料
の
納
付
な
ど
の
課
題
の
解

決
が
必
要
で
あ
り
、
遅
く
と
も
平
成
十

二
年
度
内
に
、
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

及
び
方
策
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
平
成
十
三

年
夏
ま
で
に
、
実
施
時
期
の
前
倒
し
、

手
続
そ
の
も
の
の
簡
素
化
等
の
観
点
か

ら
現
行
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
見
直

し
、
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を

策
定
す
る
予
定
で
す
。

③
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
前
述
の
総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
を
通

じ
て
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
行
政
手
続
の
案

内
・
教
示
、
申
請
等
様
式
の
一
元
的
な

提
供
を
進
め
る
ほ
か
、
輸
出
入
及
び
港

湾
諸
手
続
、
自
動
車
保
有
関
係
手
続
な

ど
の
特
定
分
野
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
範
囲
の
拡
大
を
推
進

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、そ
の
他
の
分
野
に
つ
い
て
も
、

国
民
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

④
政
府
調
達
手
続
の
電
子
化

政
府
調
達
手
続
に
つ
い
て
は
、
非
公

共
事
業
関
係
は
、
平
成
十
五
年
度
末
ま

で
に
、
公
共
事
業
関
係
は
、
国
土
交
通

省
に
お
い
て
は
、
平
成
十
三
年
度
ま
で

に
一
部
直
轄
事
業
、
平
成
十
六
年
度
ま

で
に
す
べ
て
の
直
轄
事
業
に
つ
い
て
電

子
化
を
図
る
こ
と
、
そ
の
他
の
公
共
事

業
関
係
省
庁
に
お
い
て
も
、
国
土
交
通

省
に
お
け
る
実
施
状
況
を
参
考
に
し
な

が
ら
速
や
か
に
電
子
化
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

⑤
国
庫
金
事
務
の
電
子
化

国
税
、
年
金
の
徴
収
・
支
払
な
ど
の

国
庫
金
事
務
に
つ
い
て
も
、
電
子
化
を

推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
国
税
の
申
告
等
手
続
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
、
一
部

税
目
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に

よ
る
申
告
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
し
て

時の動き●2001.2
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い
ま
す
。

（3）
行
政
の
事
務
・
事
業
の
情
報
化

①
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
に
伴
い
、
紙
を
中
心

と
し
た
政
府
部
内
の
事
務
処
理
の
在
り

方
を
見
直
し
、
意
思
決
定
の
迅
速
化
、

事
務
の
簡
素
・
効
率
化
等
を
進
め
る
こ

と
も
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
各
省
庁
に
お
け
る
内
部
事
務
の
過

半
に
つ
い
て
、
平
成
十
四
年
度
ま
で
に

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
大
幅
な
改

革
や
制
度
的
な
改
革
を
要
す
る
事
務
に

つ
い
て
も
、
平
成
十
四
年
度
ま
で
に
講

ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て
結
論
を
得
て
、

平
成
十
五
年
度
末
ま
で
に
実
施
に
移
す

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

②
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
等
に
よ
る
情
報
の

共
有

各
省
庁
が
保
有
す
る
情
報
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行

い
、
情
報
共
有
を
進
め
る
と
と
も
に
、

原
則
と
し
て
、
国
民
、
企
業
へ
の
オ
ー

プ
ン
化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
情
報
共
有
等
の
推
進
に
資
す

る
と
と
も
に
、
国
民
に
対
す
る
情
報
公

開
に
も
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
各
省

庁
は
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
シ
ス

テ
ム
を
平
成
十
二
年
度
内
に
整
備
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
務
省
行
政
管
理
局
で
は
、
国
民
の

利
便
を
図
る
た
め
、
各
省
庁
の
行
政
文

書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
を
横
断
的
に
検
索

で
き
る
総
合
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理

シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
平
成
十
三
年
度

か
ら
運
用
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

（4）
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
そ
の

他
の
環
境
整
備

①
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

電
子
政
府
の
実
現
に
当
た
っ
て
は
、

不
正
ア
ク
セ
ス
、
情
報
漏
え
い
、
災
害

な
ど
の
脅
威
か
ら
政
府
の
情
報
シ
ス
テ

ム
を
防
護
し
、
国
民
、
企
業
の
方
々
が

安
心
し
、
か
つ
信
頼
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
各
省
庁
に
お
い
て
昨
年
末

に
策
定
し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
に
基
づ
い
て
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
の
一
層
の
充
実
・
強
化
を
進
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

②
そ
の
他
の
環
境
整
備

情
報
シ
ス
テ
ム
関
係
業
務
に
つ
い
て

は
、積
極
的
に
外
注
を
推
進
す
る
ほ
か
、

す
べ
て
の
国
民
が
等
し
く
Ｉ
Ｔ
の
利
便

性
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

身
近
な
場
所
に
端
末
機
等
を
配
備
し
て

行
政
手
続
の
電
子
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
た
り
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す
い
機

器
、
シ
ス
テ
ム
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

改
善
を
進
め
た
り
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
各
省
庁
に
お
け
る
総
合
的
・

計
画
的
な
情
報
化
を
推
進
す
る
た
め
、

官
房
長
又
は
局
長
ク
ラ
ス
を
情
報
化
推

進
の
統
括
責
任
者
に
指
名
す
る
と
と
も

に
、
現
行
の
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
各
省

庁
連
絡
会
議
を
改
組
し
、
新
た
に
「
行

政
情
報
化
推
進
各
省
庁
連
絡
会
議
（
仮

称
）」
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
電
子
政
府
の
進
捗

し
ん
ち
ょ
く
状
況
に

つ
い
て
、
毎
年
度
評
価
し
、
そ
の
結
果

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

電
子
政
府
の
早
期
実
現
に

向
け
て

去
る
一
月
六
日
、
Ｉ
Ｔ
基
本
法
が
施

行
さ
れ
、「
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
社
会
推
進
戦
略
本
部
」
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
月
二
十
二
日
、
同
本
部

の
第
一
回
会
合
が
開
催
さ
れ
、「
ｅ
│

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略
」
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
平

成
十
二
年
度
内
を
目
途
に「
重
点
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
電
子
政
府
の
実
現
に

関
し
、
政
府
が
迅
速
か
つ
重
点
的
に

実
施
す
べ
き
具
体
的
施
策
を
明
記
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
子
政
府
に
つ
い
て
は
、
こ
の
重
点

計
画
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
早
期
実
現

に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
総
務
省
）
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